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●昭和電工が輝いていた昭和30年代、当時の社宅へ友を訪れたり、鹿瀬駅の混雑さを知る者にとっ
て、その後の展開は思いもよらなかった。中には公害の被害を受けた人もいるのだろう。（南区・60代）
●公害を歴史の流れの中で捉え、環境法規制の整備にもつながったと知るのは大事。（阿賀町・50代）
●時間をかけ流域の絆の「もやい直し」に取り組む素晴らしいプログラムだと感じた。（秋葉区・40代）
●新潟昭和の排水処理を見学したが、水質管理に大変気を使っていると感じた。（阿賀野市・70 代）
●秋糀は今までにない糀食でセンスがある。味は優しくカラフルで食欲をそそった。（江南区・70 代）

かつての企業城下町を巡って公害を含む光と影の歴史を辿った後、かつての企業城下町を巡って公害を含む光と影の歴史を辿った後、
鹿瀬工場の敷地内に移動し、現在の排水処理の仕組みを学んだ。
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●光も影もあわせて歴史であり、現在や未来の新潟に繋がっていることを知る貴重な取組。（弥彦村）
●水俣病という負の出来事をこのように捉えて次世代へ繋げる考え方は素晴らしいと思った（北区・70代）
●コーレンボウは知っていたが、実際に見たのは初めて。かつての川の賑わいが偲ばれた。（北区・40代）
●横越鮭漁の歴史に驚くとともに、様 な々種類の鮭料理も勉強になった。さすが本徳さん。（北区・60代）
●通船川が昔は阿賀野川だったとは。地域による川の環境保護の取組が素晴らしい。（江南区・70代）
●阿賀野川の川跡が十二潟として残っていて驚く。季節の良い時にアサザを見に行きたい。（東区・60代）
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平成26年度の地域再発見講座は、大勢の方々から
ご参加いただき、２日連続で阿賀野川流域全体をめ
ぐりました。今号ではその様子をレポートします！

平成26年度の地域再発見講座は、大勢の方々から
ご参加いただき、２日連続で阿賀野川流域全体をめ
ぐりました。今号ではその様子をレポートします！

、当工が輝いていた昭和30年代、当0年代
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鹿瀬工場の光と影そして現在をたどる鹿瀬工場の光と影そして現在をたどる

草倉銅山草倉銅山

豪華な粗食豪華な粗食「秋糀 aki-kouji 」
featuring 山崎糀屋produced by 惣菜ダイニング雉や

新潟市のお弁当屋さんが、秋の幸を生かして、
全品に「山崎糀屋」製品を使った弁当を提供。
新潟市のお弁当屋さんが、秋の幸を生かして、
全品に「山崎糀屋」製品を使った弁当を提供。

持倉銅山持倉銅山
地元・五十島の立川小三郎さんにガイドしていた
だき、持倉銅山の産業遺構まで探索した。
地元・五十島の立川小三郎さんにガイドしていた
だき、持倉銅山の産業遺構まで探索した。

安田瓦工  場見学安田瓦工  場見学
丸三安田瓦　工業㈱の遠藤秋子さんか
ら瓦製造工　場を案内していただいた。
丸三安田瓦　工業㈱の遠藤秋子さんか
ら瓦製造工　場を案内していただいた。

神田酪農牛舎見学神田酪農牛舎見学
神田酪農の神田豊広さんから
牛舎を案内していただいた。
神田酪農の神田豊広さんから
牛舎を案内していただいた。

小阿賀野川沿いの中川造船
鉄工所にある巨大川舟のコー
レンボウを見学し、中川仲一さ
んから解説していただいた。

小阿賀野川沿いの中川造船
鉄工所にある巨大川舟のコー
レンボウを見学し、中川仲一さ
んから解説していただいた。

豪華な粗食
「日本料理本徳」の横越鮭午餐

幻の郷土食・鮭の納屋煮。「野趣溢
れつつ繊細な味わい」（北区・40代）
幻の郷土食・鮭の納屋煮。「野趣溢
れつつ繊細な味わい」（北区・40代）

横越鮭・横雲橋の歴史を学ぶ横越鮭・横雲橋の歴史を学ぶ

今や阿賀野川流域では珍しい鮭会席
が堪能できる明治創業の老舗「日本料
理本徳」。今回特別に、横越鮭の昼会
席コースをご用意いただき、ご主人と共
に鮭漁や横雲橋の歴史も学んだ。

今や阿賀野川流域では珍しい鮭会席
が堪能できる明治創業の老舗「日本料
理本徳」。今回特別に、横越鮭の昼会
席コースをご用意いただき、ご主人と共
に鮭漁や横雲橋の歴史も学んだ。

通船川を学ぶ通船川を学ぶ
　　　　　　かつて阿賀野川は通船川の位置を流れ、信
濃川と合流して日本海へと注がれていた。そんな通船川を学
ぶため、当日は星島卓美さんから案内していただいた。

　　　　　　かつて阿賀野川は通船川の位置を流れ、信
濃川と合流して日本海へと注がれていた。そんな通船川を学
ぶため、当日は星島卓美さんから案内していただいた。

山の下閘門が開く貴重な瞬間山の下閘門が開く貴重な瞬間

古阿賀・十二潟を学ぶ古阿賀・十二潟を学ぶ
かつての阿賀野川の河道の名残
である、三日月湖の
十二潟を見学した。

かつての阿賀野川の河道の名残
である、三日月湖の
十二潟を見学した。

場の工工鹿瀬工場の
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史
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新潟県福祉保健部
　　　　　生活衛生課
新潟市保健衛生総務課
五泉市健康福祉課
阿賀野市健康推進課
阿賀町健康福祉課

新潟県福祉保健部
　　　　　生活衛生課
新潟市保健衛生総務課
五泉市健康福祉課
阿賀野市健康推進課
阿賀町健康福祉課

　

1
月
24
日
、新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ

ザ
に
て
、新
潟
県
の
主
催
で
俳
優
の

竹
下
景
子
さ
ん
は
じ
め
被
害
者
の

方
や
教
育
関
係
者
ら
が
参
加
す
る

パ
ネ
ル
ト
ー
ク
が
開
催
さ
れ
、竹
下

さ
ん
が「
教
訓
を
未
来
へ
つ
な
げ
る

必
要
性
」を
訴
え
る
な
ど
、公
害
の

教
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を
次
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水
俣
病
認
定
申
請
や
新
潟

水
俣
病
福
祉
手
当
支
給
申
請

の
ほ
か
、新
潟
水
俣
病
に
関
す

る
相
談
や
問
い
合
わ
せ
を
受

け
付
け
る
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

TEL  025-280-5207
TEL  025-212-8016
TEL  0250-43-3911
TEL  0250-61-2474
TEL  0254-92-5763

●相談窓口情報●

満願寺閘門を通過するコーレンボウ（昭和44年）

新潟水俣病の記憶
から遠く離れて…

公式確認から今年で50年

この１年間、阿賀野川流域内で見つけた
「阿賀の宝もん」や注目の取組情報を
皆さんにまるごとお届けします！
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「
コ
ー
レン
ボ
ウ
」は
、全
国
で
も

信
濃
川
と
阿
賀
野
川
に
し
か
存

在
し
な
い
、大
変
珍
し
い
大
型
貨

物
船
で
す
。明
治
期
に
登
場
し

て
、最
盛
期
に
は
300
艘
近
いコ
ー
レ

ン
ボ
ウ
が
、両
大
河
を
勇
壮
に
往

来
し
て
い
ま
し
た
。

　

も
と
は
木
造
の
帆
掛
け
舟
で
、

昭
和
初
期
に
エン
ジ
ン
付
き
が
登

場
し
、昭
和
30
年
代
前
半
か
ら

は
鉄
製
が
主
流
と
な
り
ま
す
。昔

よ
く
見
ら
れ
た
砂
利
船
は
こ
の

鉄
製
コ
ー
レン
ボ
ウ
で
し
た
。

　

現
在
、こ
の
川
舟
を
修
理
で
き

る
場
所
は
、小
阿
賀
野
川
の
岸

辺
に
あ
る「
中
川
造
船
鉄
工
所
」

だ
け
で
す
。代
表
の
中
川
仲
一さ

ん
に
は
秋
の
地
域
再
発
見
講
座

持
倉
銅
山
の
重

要
史
料
を
編
纂

持要

２

小阿賀野川岸辺に係留された中川造船鉄工所のコーレンボウ

山口冬人氏撮影

「写真アルバム新潟市の昭和」（いき出版）P.94引用「写真アルバム新潟市の昭和」（いき出版）P.94引用

中川造船鉄工所のドックで修理中の鉄製コーレンボウ。すでに30年経過しているがメンテナンスすれば乗れるそうで、いかに頑丈に建造されたかがわかる。

し
て
い
た
史
料
を
収
集
し
て一
冊

に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。本
坑
や

十
五
釜
な
ど
坑
道
の
位
置
が
わ

か
る
貴
重
な
地
図
も
あ
り
、環
境

学
舎
も
引
き
続
き
協
力
し
て
今

後
は
踏
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
貴
重
な
川
文
化
の
象
徴
を

「
阿
賀
の
宝
も
ん
」と
し
て
何
と

か
残
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

山
崎
糀
屋
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ん
や
環
境
学
舎
な

ど
が
参
加
す
る
女
性
グ
ル
ー
プ

「
奥
阿
賀
米
花（
ま
い
か
）の
会
」

が
、糀
食
と
ヨ
ガ
を
組
み
合
わ
せ

た
プ
チ
断
食
体
験
を
昨
年
12
月

に
鹿
瀬
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

主
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青
果
と
甘
酒
な
ど
を

ミ
キ
サ
ー
に
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け
た
流
動
食
の

「
甘
酒
ス
ム
ー
ジ
ー
」。そ
れ
を
体
に

優
し
く
摂
り
入
れ
な
が
ら
、ヨ
ガ

を
楽
し
ん
だ
り
美
と
食
と
健
康

の
座
学
を
受
け
た
り
。

山口冬人氏撮影
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最
近
の
Ｆ
Ｍ
事
業
で
は
、山
崎

糀
屋
さ
ん
の
糀
食
を
使
っ
た
豪

華
な
粗
食
が
評
判
で
す
。そ
ん
な

　
一
泊
二
日
の
行
程
で
し
た
が
、

参
加
者
か
ら
は「
体
も
心
も
き
れ

い
に
な
り
満
足
」「
夜
中
も
空
腹

に
な
ら
ず
不
思
議
だ
っ
た
」な
ど

大
好
評
で
し
た
。糀
食
と
ヨ
ガ
を

活
か
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、今

後
も
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

自
家
ブ
ラ
ン
ド
牛
乳
も
販
売

す
る
神
田
酪
農
さ
ん
で
す
が
、昨

夏
に
牛
舎
の
隣
に
ジェラ
ー
ト
屋

「
み
る
ぱ
す
」を
オ
ー
プ
ン
。搾
り

立
て
の
濃
厚
生
乳
で
作
っ
た
ジェ

ラ
ー
ト
な
ど
は
絶
品
の
美
味
し
さ

で
、ツ
ア
ー
参
加
者
は
ほ
ぼ
全
員

が
購
入
し
て
い
く
よ
う
で
す
。

新
潟
昭
和
㈱
の

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

新学

５
　

最
後
に「
あ
が
の
が
わ
環
境
学

習
ツ
ア
ー
」の
中
で
最
近
人
気
な

の
が
、新
潟
昭
和
㈱
の
排
水
処

理
を
学
ぶ
プロ
グ
ラ
ム
。大
学
生
か

ら
地
域
住
民
、団
体
職
員
、先
日

は
中
国
の
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ま
で
、参

加
団
体
は
実
に
多
彩
で
す
！

山口冬人氏撮影

新潟昭和㈱のケイプラ製品を触る中国ＮＧＯ

ジェラート（右）は種類も豊富。
ソフトクリーム（左）も美味しい。


